
　
市
は
、多
様
な
人
が
つ
な
が
り
、

学
び
合
い
な
が
ら
新
た
な
価
値
を

生
み
出
す「
共
創
」の
ま
ち
を
目
指

し
て
い
ま
す
。子
ど
も
も
大
人
も

共
に
学
び
、対
話
し
、地
域
と
関
わ

り
な
が
ら
成
長
し
て
い
く
こ
と
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　
教
育
大
綱
で
は
、基
本
理
念
を

「
誰
も
が『
未
来
の
創
り
手
』と
し
て

育
つ
ま
ち
」と
定
め「
共
創
」「
共
育
」

「
郷
生
」を
基
本
目
標
と
し
て
掲
げ

て
い
ま
す
。ま
た
、地
域
の
歴
史
や

人
と
の
つ
な
が
り
を
生
か
し「
愛

着・探
究・環
境・共
育
」を
キ
ー
フ

レ
ー
ズ
に
、誰
一
人
取
り
残
さ
な

い
学
び
の
場
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

　
新
し
い
教
育
プ
ラ
ン
を
策
定
す

る
過
程
で
、全
３
回
の「
福
津
市
の

新
し
い
教
育
プ
ラ
ン
策
定
の
た
め

の
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ（
以
下
、ワ
ー
ク

シ
ョッ
プ
）」を
開
催
し
、中
高
生
16

人
を
含
む
延
べ
１
１
８
人
の
市
民

の
皆
さ
ん
と
対
話
を
行
い
ま
し
た
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
対
話
を

通
し
て
今
回
教
育
大
綱
を
策
定
し
、

今
後
、第
２
期
教
育
総
合
計
画
の

次
期
計
画
策
定
を
教
育
委
員
会
で

進
め
て
い
き
ま
す
。

　
教
育
大
綱
の
全
文
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
内
容
は

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
国
の
教
育
振
興
基
本
計
画
を

参
考
に
、市
長
が
教
育
委
員
会

と
連
携
し
て
こ
れ
か
ら
の
福
津

市
が
目
指
す
教
育
の
姿
を
ま
と

め
た
も
の
を「
福
津
市
教
育
大

綱
」と
い
い
ま
す
。今
回
、市
民

と
の
対
話
を
重
視
し
た
新
し
い

福
津
市
教
育
大
綱（
以
下
、教
育

大
綱
）を
策
定
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
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教
育
大
綱
の

基
本
理
念
と
基
本
目
標

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

　基本理念　　誰もが『未来の創り手』として育つまち

基本目標 その１ 基本目標 その2 基本目標 その3

地元の食材や農業
から

命の循環を学ぶ
若者が主体的に企

画し

社会に参画する
企業の知恵を借りた探究学習を行う

地域の大人と一緒
に

まちの未来を創る

自分たちの居場所を

自分たちで創る

不登校の子や保護者が安心できる場を創る

外から見た
福津の価値を
再発見する

地域の歴史や
世界遺産から
深く学ぶ

福津の良い所も
悪い所も共に知る

幸せの基準を
認め合える
環境を創る

家庭環境に
左右されない
場所を設ける

自分の関わりで

まちが変わる

実感を育むワークショップで
出た代表的な
意見の例

先生だけで背負わず

地域で支え合う

地域の組織力を高め
学びを継続する

対話を重ねて

エネルギーを

一つにする
大人も子どもも
生涯共に学び合う

愛
着
探
究

環
境
共
育

多様な背景を持
つ

人々が共に集う
誰一人取り残されない学びの場を創る

地域の課題を

自分ごととして

解決する

身近なルールを対話で
自ら更新する

『共創』
（共に創る）

『郷生』
（郷に生きる）

きょう   そう きょう  いく きょう   せい

『共育』
（共に育ち、育てる）

　立場や分野の異なる人たちが、
対話や共働を通して、これまで
になかった新しい価値や解決策
を一緒に創り出します。
　子どもたちが自ら「問い」を立
て、地域の人々と共に「納得解」
を導き出す「探究的な学び」を進
めます。地域の大人と対話し、働
くことや生き方を考える経験を
通じて福津への愛着を深め、自
らが「まちの創り手」であるとい
う意識を醸成していきます。

　地域は、学校（園）や家庭で体験
できない活動の機会を通して、豊
かな人間性や地域への愛着、市民
性を育む場所です。居場所づくり
など「社会総がかり（地域ぐるみ）」
で子どもを育てる機運を一層高め
ていくことが求められます。
　子どもたちの豊かな人間性や生
きる力を育むため、学校（園）・家
庭・地域のそれぞれが、その役割と
責任を分かち合いながら、連携・共
働し「共育」を推進します。

　学校（園）・家庭・地域が連携・
共働して「地域と共にある学校
（園）づくり」を実現します。また、
学校教育と社会教育が連動し、主
体的に市民が「郷」（ふるさと）に
関わることで学校を核とした地域
づくりを進め「郷生」の力を地域の
活性化につなげていきます。
　一人一人が郷の良さを生かして
学び、技術や知恵を暮らしに生か
し「ウェルビーイング」を実感でき
るまちづくりを進めます。

福津市教育大綱を
策定しました

福津市教育大綱を
策定しました
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